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人口の動き 法律相談日
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お年寄りはボーリング大会 みんなで球送り競走

10月10日
宅己主会 ，--ーー ~~~ ~ ~~~ ・・・ _.. ー.......ーー ・a ・.....---凶・aレF句"・..・4・・'守、

体 育の 日
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運動不足の解消を

早朝からソフトボール大会

O 

v 
、ー

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、

選5落総務部鋒カっく ~J
ひろく国民が、あらゆる地域と職場で、それぞれの

実情に即してスポーツができるように、気侯のよい10

月10日が「体育の日」となっています。

鈴団地区社会体育振興会(楠本英夫会長会員489戸〉

は、この趣旨にふさわしく、家族ぐるみ、部落ぐるみ

で毎年盛大にスポーツ大会を開催しています.今年も

9月1日早朝から、ソフトボーjレ、バレーボーJレ、卓球

バドミントン、剣道、老人ボーリング、球送り競走など

各種目に部落代表が出場し、家族も総出で、 1日楽しく

体力っくりをしました。同振興会は、昭和35年からこ

の行事を始め、体位の向上、保健衛生の普及と親和を

目的として善隣友好の実をあげています。昭和43年に

は社会体育優良団体として市から表彰されました。

年々盛んになる大会運営に役員さんも嬉しい悲鳴を

あげています。
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日
月
診
療
分
か
ら

おおむ

高
額
療
養
費
制
度
発
足

-
自
己
負
担
が
月
三
万
円
を
超

え
る
医
療
費
は
国
保
が
負
担
・

超
え
た
金
額
に
つ
い
て
国
民
健
康

保
険
が
、
あ
と
で
払
い
も
ど
し
を

す
る
と
い
う
も
の
で
す
.

な
お
、
医
療
機
関
窓
口
払
い
な

し
で
診
療
を
受
け
て
い
る
老
人
医

療
費
な
ど
の
公
費
負
担
医
療
に
つ

い
て
は
、
窓
口
で
の
取
扱
い
は
今

ま
で
ど
お
り
で
す
.

市政だより

乙
の
た
び
高
額
療
養
費
制
度
が

十
月
診
療
分
か
ら
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

@
高
額
療
養
費
制
度
と
は
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こ
の
制
度
は
、
一
人
の
被
保
険

者
が
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
一

@
高
額
療
養
費
の
対
象

カ
月
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額

(
医
療
費
の
三
割
)
が
三
万
円
を
高
額
療
養
費
の
支
給
の
基
礎
と
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の

善

意

に

…

川
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U

F
い
み
の
た
よ
る
浄
財
が
大
き
く
積
み
上
げ
ら

w

m
μ
日

け

パ
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け
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間
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会

福

祉

施

設

、

ね

た

山
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問
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運

動

き

り
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人
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重

症

心

身

障
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児

な

川

Z

口
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勺
悶

J

d

U同
と
し
て
ど
へ
配
布
さ
れ
、
社
会
福
祉
を
進

，
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本
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る
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附

の

十
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圃い
υ
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υ

日
か
ら
本
年
の
大
村
市
の
目
標
額
は
百
川
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…

さ
れ
ま
に
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

な
る
自
己
負
担
額
の
計
算
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
.

O
被
保
険
者
ご
と

O
暦
月
ご
と
(
同
じ
月
内
)

O
医
療
機
関
ご
と

O
総
合
病
院
は
各
診
療
科
ご
と

O
入
院
と
通
院
は
別
扱
い
.

@
高
額
療
養
費
の

請

求

方

法

高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
(
保

は
り

き
ゅ
う
施
術

険
年
金
課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
世
帯
主
の
印
鑑

を
押
印
し
て
保
険
年
金
課
へ
提
出

し
ま
す
と
、
所
定
の
審
査
を
し
た

う
え
約
二
カ
月
後
に
世
帯
主
に
対

し
て
支
払
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
印
鑑
持
参
の
う
え
会
計
課

で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
保
険
年
金
課

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
.

1
人
月

7
回

以

内

国
保
の
被
保
険
者
が
は
り
、
き

ゅ
う
施
術
を
受
け
た
と
き
は
、
一

回
に
つ
き
二
百
十
円
を
市
が
負
担

し
て
い
ま
す
.
回
数
は
被
保
険
者

一
人
月
七
回
以
内
で
す
.

は
り
、
き
ゅ
う
施
術
を
受
け
る

と
き
は
、
そ
の
つ
ど
市
が
指
定
し

て
い
る
錨
灸
院
に
印
鑑
及
び
被
保

険
者
証
を
持
参
し
て
下
さ
い

d

叩
月

1
日
か
ら
廃
止

医
療
費
無
料
化
の
居
住
制
限

十
月
一
目
か
ら
医
療
費
無
料
化

の
居
住
制
限
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

市
が
実
施
し
て
い
ま
す
乳
幼
児

母
子
、
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱

者
、
高
齢
者
の
医
療
費
無
料
化
の

制
度
は
、
大
村
市
に
居
住
し
て
六

カ
月
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
こ
れ
を
改
正
し
て
制
限

を
廃
止
し
ま
し
た
。

最
近
大
村
市
に
転
入
さ
れ
た
該

当
者
の
人
で
、
医
療
費
受
給
資
格

者
証
を
持
た
な
い
人
は
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
福
祉
事
務
所

で
手
続
を
し
て
下
さ
い
@

茨

城

国

体

へ

一
十
月
二
十
日
か
ら
開
催
さ
れ

一
る
茨
城
国
体
に
当
市
か
ら
出
場

一
す
る
選
手
役
員
は
次
の
と
お
り

一
で
す
。

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
向
陽
高
校

一
ラ
グ
ビ
ー
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員
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園
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明
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向

陽

高

校

な

ど

最
近
犬
の

放
し
飼
い
、

つ
な
い
で
い

て
も
首
輪
が

あ
ま
く
て
す

っ
ぽ
ぬ
け
、

そ
の
ま
ま
放

浪
し
て
い
る

犬
に
よ
る
被

害
が
人
畜
、

畑
に
お
よ
ん

で
い
ま
す
。

飼
い
主
は

次
の
こ
と
が

ら
に
留
意
し
、
飼
育
管
理
を
充
分

に
し
て
他
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
4

う。

飼
育
の
義
務

①
飼
い
犬
は
飼
い
主
の
占
有
す

る
場
所
以
外
の
場
所
に
放
し
飼

犬の放し飼いはやめよう

-・・人畜・畑に被害・.. 

フ
ェ
シ
シ
ン
，
ク

向
陽
高

レ
ス
リ
ン
グ

工
業
高

東
山
克
明

上山松林
野田永田
宋英宗
喜忠俊谷

ヰ目

撲

監
督

い
を
し
な
い
こ
と

②
犬
を
つ
れ
だ
す
と
き
は
丈
夫

な
鎖
か
、
綱
を
か
け
、
人
を
か

む
恐
れ
の
あ
る
犬
に
は
口
輸
を

か
け
る
こ
と

③
不
用
な
犬
は
必
ず
所
定
の
不

用
犬
回
収
箱
に
入
れ
て
下
さ

ま
た
、
一
部
住
民
の
中
に
は
、

回
収
日
を
無
視
し
た
行
為
を
す
る

人
が
い
ま
す
。
こ
の
た
め
付
近
の

住
民
が
大
変
迷
惑
し
ま
す
の
で
、

必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
持
っ
て
い

く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

① 
不

と毎用
毎週 犬
月火の
十・ 田
四金収
日曜日

日
の
午
前
中

①
不
用
犬
回
収
箱

市
役
所
の
ほ
か
、
各
出
張
所

に
も
あ
り
ま
す
.
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不

燃

物

処

理

場

諌。
早。
市。

こ
の
不
燃
物
処
理
場
は
二
市
十

町
(
大
村
市
、
諌
早
市
、
多
良
見

町
、
森
山
町
、
飯
盛
町
、
高
来
町

小
長
井
町
、
吾
妻
町
、
愛
野
町
、

千
々
石
町
、
小
浜
町
、
南
串
山
町
)

の
広
域
圏
組
合
で
諌
早
市
に
設
置

し
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
.
こ
乙
で
は
燃
え
る
ご
み
以
外

の
不
燃
物
(
ピ
ン
類
、
カ
ン
類
、

ト
タ

γ
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
瀬

りお お む市政だより(3) 

完。

成。

衛
生
的
処
理
を
行
う
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ム
処
理
場
の
所
在
地

諌
早
市
小
豆
崎
町
八
九
!
ニ

ム
搬
入
で
き
る
不
燃
物
の
種
類

ピ
ン
類
、
ヵ
ン
類
、
ト
タ
ン
く

ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
瀬
戸
物
く

ず
、
テ
レ
ピ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵

庫
な
ど
の
不
要
品

ム
処
理
手
数
料

百
句
ま
で
ご
と
に

三
百
円

&
搬
入
で
き
る
時
間

O
平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

戸
物
く
ず
、
テ
レ
ピ
、
洗
濯
機
、

冷
蔵
庫
な
ど
の
不
要
晶
)
を
金
属
な
っ
て
い
ま
す
.

類
は
圧
縮
処
理
、
ガ
ラ
ス
類
は
粉
事
業
活
動
か
ら
排
出
す
る
廃
棄

砕
処
理
を
行
い
、
賢
源
回
収
を
兼
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

ね
衛
生
的
に
処
理
し
ま
す
.
自
ら
行
う
の
が
原
則
と
な
っ
て
い

従
来
市
は
、
鈴
田
の
釜
川
内
不
ま
す
の
で
、
運
搬
及
び
処
理
経
費

燃
物
埋
立
地
一
カ
所
で
埋
立
処
理
の
負
担
が
生
じ
ま
す
が
、
事
業
所

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
か
ら
排
出
さ
れ
る
不
燃
物
の
処
理

と
お
り
、
乙
の
埋
立
地
の
余
地
が
は
「
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

少
な
く
受
入
れ
も
時
間
の
問
題
と
合
不
燃
物
処
理
場
」
を
利
用
し
て
従
来
し
尿

-w
肥
料
と
し
て
使
用

=

前

号

で

紹

介

し

ま

し

た

重

要

無

入

場

料

一

般

千

円

3

形

文

化

財

「

文

楽

」

の

本

市

公

演

中

・

高

校

生

三

百

円

山• 

璃

E

が
近
ま
り
、
前
人
気
を
呼
ん
で
い
入
場
券
発
売
箇
所

引

〈

蟻

総

売

ま

す

・

た

だ

い

ま

、

前

売

券

を

発

森

竹

電

気

商

会

、

ァ

オ

パ

ラ

ジ

一

:
・
ら
加
E
S
間援

st

-
3
2

弔
問
売
中
で
す
が
、
座
席
数
に
制
限
が
オ
商
会
、
原
田
楽
器
古
町
居
、

• 

一打

ι参
議

券

あ

り

ま

す

の

で

、

早

自

に

お

求

め

長

崎

書

居

、

商

工

会

議

所

、

市

川

元
ふ
く
v

蒐

下

さ

い

。

役

所

市

民

相

談

室

、

市

民

会

館

山

人

ー

h
j

日
時
十
一
月
七
日
〈
木
)

お
問
い
合
せ
は
社
会
教
育
課
へ
.

4

日

午

後

六

時

間

演

」

一

場

所

市

民

会

館

電

話

①

l
四

一

一

一

一

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

O
土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

0
時
間
外
、
日
曜
、
祝
祭
日
は
搬

入
で
き
ま
せ
ん
.

不
燃
物
は
紙
袋
か
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
ダ
ソ
ボ

l
ル
箱
な
ど
に
入

れ
て
一
個
の
重
さ
が
十
句
に
ま

と
め
て
搬
入
し
て
下
さ
い
。

ム
処
理
場
に
搬
入
で
き
な
い
も
の

燃
え
る
ご
み
、
木
製
家
具
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
土
砂
類
、

が
れ
き
、
燃
え
ガ
ラ
な
ど
.

" 
f 

z 
ξ 
e 

き
g 

f 
" z 
E 

E 

z 

z 
f 
2 

2 

:> 、

農

家

の

皆

さ

ん
J¥ 

し
尿
だ
め
の
管
理

す
る
た
め
、
畑
の
一
隅
に
「
し
尿

だ
め
」
を
設
置
し
、
腐
熟
し
て
利

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
化
学

肥
料
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
放
置
さ
れ
た
「
し
原
だ
め
」

が
各
所
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
.
さ

く
や
ふ
た
が
な
い
と
、
落
ち
込
む

危
険
性
が
あ
り
、
ま
た
衛
生
面
か

ら
も
良
く
な
い
の
で
、
所
有
者
は

善
良
な
管
理
を
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
.

一
健
康
に
自
信
が
あ
る
人
で
一

一
も
、
大
病
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
一

一
健
康
診
断
を
受
け
た
り
、
予
一

一

防

注

射

を

し

ま

す

・

一

一
電
気
も
同
じ
で
、
大
病
を
一

一
し
て
電
気
が
送
れ
な
い
と
大
一

一

変

で

す

.

一

一
そ
の
た
め
電
気
も
必
要
に
一

一
応
じ
、
電
気
の
通
る
道
〈
配
一

一
電
線
、
変
圧
器
な
ど
)
を
整
一

一
備
し
た
り
太
く
し
た
り
し
ま
一

一

す

・

一

一
こ
の
よ
う
に
、
電
気
を
安
一

一
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に
九
一

一
州
電
力
で
は
設
備
の
増
強
や
一

一
改
修
工
事
を
し
ま
す
・
一

一
停
電
を
少
な
く
す
る
よ
う
一

一
努
め
て
い
ま
す
が
、
工
事
の
一

一
内
容
に
よ
っ
て
は
、
や
む
を
一

一
え
ず
停
電
す
る
こ
と
が
あ
り
一

一

ま

す

.

一

、気<><><>

断康診
と

手当が必要

<><><>電

健



(4) り

苦

J情

や

む

相
当K
pjf( 

b
気

軽

に

ど

う

ぞ

おお

10 

月
刊
M
J
刊

日

市政だより

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
は

、

公
正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、

役
所
の
仕

事
に
つ
い
て
、
テ
キ
パ
キ
や
っ
て

も
ら
え
な
い
、
不
親
切
な
扱
い
を

う
け
た
、
納
得
で
き
な
い
、
手
続

な
ど
が
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
な
ど

白

川

円
九
州

nu
川

年
川

Q
d
m
 

パ
守
山

和
川

昭
州

ー
回

目

ー
ー

役
所
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
や
意

見
が
あ
る
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
.
こ
ん
な
と
き
気
軽
に
ど

連
絡
下
さ
い
.
取
扱
い
は
無
料
で

ま
た
秘
密
に
し
た
い
人
は
、
希
望

に
そ
う
よ
う
に
し
ま
す
.

行
政
相
談
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
@

山
口

秋
博

大村駅長室で記者会見の村部さん一家

竹
松
郷
三
七
二
の
二

溝
上
太
久
馬

中
諒
訪
町
一
三
八

北

野

松

代

東
本
町
二
七
九

ま
た
は
、
長
崎
行
政
監
察
局

長
崎
市
岩
川
町
十
六
番
十
六
号

捨てるより

何
年
ぶ
り
中
国
か
ら

村

部

さ

ん

し
ゃ
ん
は
い

，て
上
海
か
ら
九
目
、
日
向
市
細
島

港
に
入
港
し
た
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

丸
」
で
池
田
郷
出
身
の
村
部
和
義

家

帰

郷

拾う気持と心がけ

美しいまちづくりを

な
お
週
間
期
間
中
次
の
日
程
で

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

10 
月
16 

中日
地
区 10
公時
民 t
館 15

時

10 
月
18 

鈴日
田
出 10
張時
所 l

12 
時

最
近
緑
を
取
り
も
ど
そ
う
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

幸
い
に
私
達
が
住
む
大
村
は
緑
が

豊
富
で
自
然
の
美
し
さ
が
全
般
的

に
う
か
が
え
ま
す
.
し
か
し
な
が

ら
緑
過
剰
の
所
が
あ
り
ま
す
.
そ

れ
は
空
地
の
雑
草
で
す
.
以
前
は

耕
作
さ
れ
青
々
と
し
た
野
菜
畑
で

あ
っ
た
も
の
が
、
い
つ
の
間
に
か

放
置
さ
れ
雑
草
畑
に
な
っ
た
と
こ

ろ
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
乙
の
よ

耳
と
言
葉
の

相

談

日

一…

川
と
き
毎
月
第
三
土
曜
日

午
後
一
時

l
四

時

山

と
こ
ろ
福
祉
セ
ン
タ
ー

う
な
状
態
で
は
衛
生
害
虫
、
犯
罪

火
災
な
ど
の
発
生
源
と
な
り
危
険

な
場
所
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

無
耕
作
地
世
、
地
主
ま
た
は
管
理

者
が
常
に
清
潔
保
持
を
心
が
け
付

近
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
・
か
、
法
的
に
も
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
.

円
ま
た
、
家
の
ま
わ
り
、
道
路
、

側
溝
、
河
川
、
山
野
な
ど
に
ジ
ュ

ー
ス
の
空
缶
、
紙
く
ず
、
菓
子
袋

な
ど
が
投
げ
込
ま
れ
、
捨
て
ら
れ

よ
ご
さ
れ
て
い
る
状
態
を
見
る
と

な
き
け
な
い
感
じ
が
し
ま
す
.

住
民
一
人
一
人
の
積
極
的
な
心

が
け
次
第
で

、
い
つ
も
整
然
と
し

た
き
れ
い
な
ま
ち
ゃ
つ
く
り
が
で
き

る
の
で
す
。

よ
く
「
一
億
分
の
一
の
責
任
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に

あ
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
.

捨
て
る
よ
り

拾
う
気
持
と
心
が
け

お
互
い
に
清
潔
で
明
る
く
そ
し

て
健
康
な
郷
土

つ
く
り
を
実
践
し

ま
し
ょ
ト
つ
.

==========================-======-===========-=========-=================z==一======一========-===-====-======-

九
年
ぶ
り
に
故
国
に
引
揚
げ
て
こ

ら
れ
、
肉
親
、
友
人
と
の
再
会
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

村
部
さ
ん
は
旧
制
大
村
中
学
か

ら
大
正
十
五
年
に
上
海
の
東
亜
同

文
書
院
に
進
ま
れ
、
以
来
中
国
で

生
活
、

↑乙
の
た
び
帰
郷
さ
れ
た
わ

け
で
す
.

さ
ん
、
妻
の
美
子
さ
ん
、
次
女
の

敏
子
さ
ん
、
長
男
の
修
さ
ん
、
次

男
の
進
一
さ
ん
一
家
五
人
が
四
十

市
は
久
原
の
市
営
住
宅
を
提
供

し
て
、
郷
里
で
の
生
活
を
楽
し
く

送
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た

t 

村
部
さ
ん
へ
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

白
黒
テ
レ
ビ
一
音

ア
ン
テ
ナ
、
コ
!
ド

さ
ん

田
島
実
さ
ん

渡
辺
忠
夫

洋
服
二
着

田
川
恒
夫
さ
ん

置
時
計
一
個
大
岡
登
美
男
さ
ん

電
気
釜
、
腕
時
計

一

個

田

中

幸

子
さ
ん

衣
類

鶴
田
謙
一
さ
ん

シ
ー
ツ
五
、
サ
ラ
シ
一
反

徳
田
正
男
さ
ん

ポ
ッ
ト
一
、
コ
ン
バ
ー
タ

l

尾
崎
和
子
さ
ん

毛
布
五
、
カ
ッ
タ
ー
三
、
タ
オ
ル

五
、
シ
ャ
ツ
五

日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部

ガ
ス
風

E
一
式

親
戚

一
問
、
同
級
生

一
同

テ
ー
ブ

ル
一
脚

市
立
病
院
睦
会
一
同



第
二
回
十
月
十
五
日
(
火
)

産
後
の
生
活

栄
華
に

つ
い
て
(
貧
血
食
の
実

習
な
ど
)

時
間
午
後
一
時
か
ら

場

所

大

村

保
健
所

妊
娠
中
を
安
心
し
て
過
し
、
無

事
に
出
産
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
.
お
気
軽
に
乙
の

教
室
に
お
で
か
け
下
さ
い
.

な
お
、
お
孫
さ
ん
の
た
め
に
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
書
加
も
心
か
こ
の
相
談
は
ニ
カ
月
に
一
回
各

ら
歓
迎
し

ま

す

.

地

区

で

行

っ

て

い

ま

す

.

第

一

回

十

月

八

日

(

火

)

育

児

に

つ

い

て

と

相

談

に

な

り

母

子

保

健

法

た

い

人

、

ま

た

一

度

も

乳

幼

児

相

妊

娠

中

の

生

活

談

を

受

け

て

い

な

い

人

は

、

お

く

'i
l
l
1叶
け
い
勺
l
刷
I
d
--「
JU
l
α
仏
dlJ
J
m勺
i
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司
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7
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司
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l
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在

一
本

三
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出

一
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三

所

一
東

東

一

一
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抗

原

一
向

原

一
東

東

並

名

一
科

科

院

一

科

科

院

一
科

院

一
形

院

院

Z
一
外

内

医

一
眼

外

医

一
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医

信
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医
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岡
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一

司
守

一

司
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一

科

科

科

一
科

科
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一
科

刈

一
科

科

科

一

ト

一
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一
外

人

一
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一

直
一
形
婦

外

内

外

一

眼

外

形

一
外

科

一

整

産

外

一

整

一

内
-

一

A
U

-
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白

川

白
川
剛

nu
聞

年
剛

n
u
d
m叩

A
守
川

和
側

昭
馴州

、
.
妊
婦
教
室

mm m
 

m
 

m川剛

注
射
と
検
診

りおおむ

10月の 日曜当番医

診療科目

市政だより

-
妊
婦
及
び
乳
幼
児

健

康

相

談

(5) 

り
合
せ
お
で
か
け
下
さ
い

|月 日 |場 所 |時 間 |備 考

10月8日 鈴田出張所 9:30-11:00 妊婦及び乳幼児

10月11日竹松出張所 193::3000~~1151::0000乳幼児のみ

1i11 0月16日松原出張所 9ト止加妊婦及び乳幼児

0月17日萱瀬出張所 13:30--15:00乳児のみ

園
三
歳
児
健
康
診
査

※急患以外の人は、なるべく平常日 iζ
お願いします.

こ
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
。
お
く
り
合
せ
お
で
か
け

下
さ
い
.

対
象
昭
和
田
十
六
年
四
月
生
れ

の
人
、
及
び
昭
和
四
十
五
年
十

月
か
ら
昭
和
四
十
六
年
三
月
生

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人

日
時
十
月
二
十
二
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時

午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
大
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
奮
し

て
下
さ
い

募

集

-
読
書
感
想
文
を
募
集

秋
の
読
書
週
間
が
十
月
二
十
七

日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
、
全
国

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
市
立
図

書
館
で
も
こ
の
週
間
行
事
の

一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
読
書
に
つ

い
て
の
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
一

般

(市
内
の
在
住

者
、
但
し
小
・
中
・
高
校
生
を

除
く
)

テ

ー

マ

題
名
は
自
由
で
す
.

(読
書
感
想
あ
る
い
は
読
書
体

験
記
、
読
書
に
関
す
る
も
の
な

ど
)

原
稿
枚
数
回
百
字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
程
度

原
稿
締
切
十
一
月
九
日
(
土
)

送

付

先

武

部
郷
三
二
三

大
村
市
立
図
書
館

応
募
方
法

イ
応
募
作
品
は
、
一
人
一
点

ロ
応
募
作
品
の
前
に
題
名
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
(
読
書
感

想
文
の
場
合
は
後
に
書
名
、
著

者
名
を
記
入
す
る
)

ハ
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
.

そ
の
他
す
ぐ
れ
た
作
品
は
「
読

書
感
想
文
集
」
と
し
て
編
集
刊

行
し
、
そ
の
文
集
を
贈
呈
す
る

-
新
聞
奨
学
生
を
募
集

毎
日
新
聞
社
で
は
東
京
地
区
、

京
阪
神
・
中
京
地
区
及
び
九
州
、

山
口
の
各
県
の
大
学
、
短
大
(
予

備
校
も
可
)
に
昭
和
五
十
年
入
学

を
志
望
す
る
男
子
学
生
に
入
学
金

授
業
料
を
貸
与
し、

毎
月
奨
学
金

賃
金
な
ど
を
支
給
す
る
新
聞
奨
学

生
制
度
を
設
け
五
十
年
度
生
の
申

込
み
を
受
付
中
で
す
.

詳
し
く
は
左
記
に
「
は
が
き
」

に
住
所
、
氏
名
、
在
学
高
校
名
、

志
望
学
校
名
を
記
入
の
上
、
申
込

め
ば
説
明
書
を
送
っ
て
く
れ
ま
す

叩
北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町

一
一
ニ
!
一

毎
日
新
聞
西
部
本
社
内

毎
日
育
英
会
事
務
局

催
し
も
の

園
教
育
講
演
会

「
親
の
心
、
子
の
心
」

日
時
十
月
五
日
(
土
)

午
後
二
時
三
十
分
i
五
時

場
所
市
民
会
館

講

師

宮

崎

康
平
氏
(
作
家
)

入
場
料
無
料

※ 
ま市 入
す内場

各整
幼理
稚券
園 は
育青
友 年
会会
に議
あ所
り

〆

圃
秋
季
慰
霊
祭

十
月
二
十
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場
所

長
崎
県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
市
内
の
遺
族
の
遺

族
章
は
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通

じ
て
配
付
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
は
社
会
課
、
各
出
張
所
、
遺
族

会
で
お
受
け
と
り
下
さ
い
.

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
拝

を
お
願
い
し
ま
す
.

日
時

圃
無
料
法
律
相
談
会

長
崎
地
・
家
裁
大
村
支
部
と
大

村
調
停
協
会
の
共
同
主
催
で
、
無

料
法
律
相
談
会
が
開
か
れ
ま
す
.

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

日
時
十
月
四
日
(
金
)

午
前
十
時

t
午
後
四
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

O
離
婚
、
相
続
、
扶
養
、
そ
の
他

男
女
関
係
、
身
分
上
の
問
題
な

ど
家
事
に
関
す
る
こ
と

O
金
銭
貸
借
、
土
地
、
建
物
な
ど

民
事
に
関
す
る
こ
と

O
そ
の
他
の
法
律
問
題
.



(6) 

-
第
四
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

グ
民
俗
芸
能
大
会
グ

開

催

りおおむ

沖
縄
か
ら
も
初
参
加

九
州
地
区
内
に
伝
承
さ
れ
る
民

俗
芸
能
の
う
ち
価
値
の
高
い
も
の

を
広
く
一
般
に
公
開
し
、
そ
の
理

解
と
認
識
を
深
め
、
無
形
文
化
財

と
し
て
の
民
俗
芸
能
の
保
存
伝
承

を
図
り
、
あ
わ
せ
て
上
演
の
記
録

も
作
成
さ
れ
る
も
の
で
す
.
各
県

か
ら
選
ば
れ
た
無
形
文
化
財
が
出

演
し
、
加
え
て
地
元
大
村
か
ら
も

国
の
選
摂
を
受
け
た
黒
丸
踊
が
出

演
し
ま
す
.
市
民
の
み
な
さ
ん
、

乙
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
見
逃
が
し
の

な
い
よ
う
、
ご
観
賞
下
さ
い
.

日
時
十
月
二
十
七
日
(
日
)

午
前
十
時

t
午
後
二
時

場
所
市
民
会
館

出
演
者
九
州
地
区
八
県
九
団
体

総
勢
約
三
百
人

(
福
岡
)
田
代
風
流

(
佐
賀
)
宇
土
手
の
荒
踊

(
大
分
)
深
山
神
楽

(
熊
本
)
野
原
風
流
節
頭

(
宮
崎
)
佳
踊

(
鹿
児
島
)
大
浦
町
癌
搭
踊

(沖
縄
)
美
里
村
泡
瀬
京
太
郎

(
長
崎
)
木
場
浮
流

(

H

H

)

黒
丸
踊

入
場
料
無
料
た
だ
し
入
場
整

市政だより昭和49年10月 1日
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理
券
が
必
要
で
す
.

入
場
整
理
券
は
次

へ
お
申
込
み

下
さ
い
。
十
月
十
日
か
ら
受
付
配

付
し
ま
す
。

市
民
会
館
、
中
央
公
民
館
、
中

地
区
公
民
館
、
市
民
相
談
室
、市

社
会
教
育
課
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
は
社
会
教
育
課
へ
.

電
話

①

l
四
一
一
一

園
長
崎
県
優
良
特
産
品

推
奨
審
査
会

対
象
水
産
加
工
品
、
農
産
加
工

品
、
工
芸
品
、
民
芸
品
、
菓
子

類
申
込
書
提
出
期
限
十
月
十
五
日

審
査
会
十
月
二
十
三
日

申
込
書
提
出
先

長
崎
市
大
黒
町
三
l
一

交
通

産
業
ピ
ル
二
階
長
崎
県
長
崎

貿
易
観
光
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
〈
は
前
記
ま
た
は
市
商
工

観
光
課
へ
。

圃
第
河
田
市
民
音
楽
祭

市
民
音
楽
祭
が
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
.

出
演
希
望
団
体
は
所
定
の
申
込

書
に
よ
り
十
月
十
二
日
(
土
)
ま

で
に
社
会
教
育
課

へ。

日
時
十
一
月
十
七
日
(
日
)

午
後
一
時

市
民
会
館

邦
楽
、
器
楽
、
声
楽
、
コ

種場
目所

ー
ラ
ス
の
各
部
門

出
演
者
市
内
に
在
住
す
る

一
般

市
民
ま
た
は
、
職
場
、
地
域
の

グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
す
る

所
要
時
間
十
分
を
限
度
と
す
る

経
費
出
演
に
要
す
る
経
費
一
切

は
自
己
負
担
と
す
る

運
営
昨
年
出
場
し
た
団
体
を
中

心
に
、
実
行
委
員
会
を
結
成
し

準
備
、
運
営
を
行
い
ま
す

詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課

へ

電
話
①
|
四
一
一
一

ス
ポ
ー
ツ

-
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
裏
雲
仙
へ

十
月
二
十
七
日
(
日
)

雨
天
の
場
合
は
中
止

コ
ー
ス
大
村
H
田
代
原
牧
場

↓
吾
妻
岳
、
九
千
部
岳

募
集
人
員
七
十
人

参

加

費

大

人

七

百

円

小
人
四
百
円

(
貸
切
パ
ス
往
復
運
賃
)

携
行
品
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

集
合
場
所
三
城
遊
園
地
(
パ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
前
)

午
前
八
時
十
五
分
集
合

申
込
十
月
十
五
日
ま
で
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ
か
電
話

で
市
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
.

日
時

》

A
杉
田
初
次
郎
さ
ん
び
ん
)
四
十
本
ム
長
崎
市
伊
良
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
ム
諌
早
市
立
山

ん

た

外

七

名

詩

吟

ム

林

地

区

老

人

ク

ラ

ブ

五

千

円

福

寿

園

舞

踊

ム

西

本

町

岩

山

• 

釦

清
和
国
勝
手
シ
モ
同
会
員
長
沼
さ
ん

二
千
円
永
満
子
さ
ん
菓
子
四
十
袋
、
清
山

い
、
さ
ん
五
百
円
ム
ム
萱
瀬
琴
友
会
老
人
ク
ラ
ブ
ま
酒
二
本
、

歌
謡
シ
ョ

l
招
待
(
三
ん• 

ざ
J

神
戸
市
開
フ
サ
さ
ん
じ
ゅ
う
九
キ
ロ
ム
向
陽
高
校

十
人
)
ム
駅
通
増
田
弘
さ
ん
ま
山

γ

ご

ん

一

万

円

ム

散

一

年

松

本

綾

子

さ

ん

外

一

人

あ

ん
じ
ゅ
う
百
個
ム
水
因
子
供
会
V

ぃ

ω園
髪
奉
仕
団
(
川
上
さ
ん
ま
対
話

A
専

売

公

社

大

村

出

ヤ
造
花
二
十
五
本
ム
中
里
郷
山
石

ν

〈
が
和
ん
外
五
人
)
月
一
回
張
所
花
種
子
三
百
三
十
袋
ム

、
ル
さ
ん
三
千
円
ム
杭
出
津
~

り

散
髪
奉
仕
ム
久

留

大

村
麦
の
子
人
形
劇
団
(
七
人
)

い
あ
清
米
市
土
師
並
次
郎
人
形
劇
ム
向
腸
高
校
イ

γ
タ
ク
住
宅
富
永
勇
さ
ん
外
五
人
舞
川

日
刊
さ
ん
外
一
人

舞
踊

ト
ク
ラ
ブ
花
種
子
十
四
袋
ム

踊

ム
三
浦

上
野
秋
穂
さ
ん

-

C

ム
池
田
九
区
吉
田
上
諏
訪
老
人
ク
ラ
ブ
古
木
一
本
鶏
頭
苗
五
十
本
&
日
本
生
命
大
い

《

政

夫

さ

ん

醤

油

(小

対
話

ム
池
田
十
一
区
清
水
さ
村
支
部
ア
ン
マ
機

一
台

-

市

民

球

技

大

会

表

紙

ビ

ニ

ー

ル

シ

l
ト

差

込

み

十

月

九

日

市
農
協
鈴
田
支
所

中

央

大

会

式

(

名

刺

、

定

期

券

入

付

)

午

前

十

時

1
午
後
四
時

申

込

先

市
総
務
課

十
月
十
四
日

市

農

協
萱
瀬
第

一

申
込
期
限
十
月
二
十
五
日

支

所

午

前
十
時
l
午
後
四
時

頒

価

大

型

二

百

九

十

円

内

容

小

型

百

九

十

円

O
電
気
の
ご
用
承
り
(
電
気
相
談

屋
内
配
線
診
断
な
ど
)

O
電
気
機
器
の
修
理
サ
ー
ビ
ス

(
工
賃
無
料
、
部
品
は
実
費
)

サ
ー
ビ
ス
訪
問

日
時
及
び
場
所

十
月
十
七
日
上
久
原
地
区

十
月
二
十
八
日
下
久
原
地
区

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
五
時

内
容

電
気
の
ご
用
承
り

(電
気

相
談
、
屋
内
電
気
配
線
の
診
断

な
ど
)

※
な
お
、
そ
の
他
の
地
区
も
今
後

月
間
計
画
で
巡
回
し
ま
す
.

日
時
民
十
月
十
日

場
所
市
営
球
場

午
前
九
時

-
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
十
月
十
九
日

午
後
二
時
三
十
分

二
十
日
午
前
九
時

市
民
体
育
館
外

場
所

そ

の

他

-
昭
和
五
十
年
版

県
民
手
帳
の
予
約
受
付

様
式

大
型
。
・
印
量
×

E
・切言

小
型
。
・∞量
×

5
・。

a

ー、

‘ 

国
九
州
急
行
パ
ス
の

停
留
所
変
更

長
崎

1
福
岡
聞
を
運
行
さ
れ
て

い
る
九
州
急
行
パ
ス
の
停
留
所
が

十
月
十
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
.

場

所

大

村
駅
前
の
浜
田
屋
旅
館

前

-
九
電
移
動
営
業
所

の

開

設

日
時
及
び
場
所
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